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Asbestos　Deposit　in　the．Nunobe－Ya血曲e

　　　　District，Hokkai面一　 ＼』

by

　　　　　　　K6JiOzeki

　The　asbestos　d6dosits　of　No乞awa，NunobO
and　Yamabe／mines　Qccupy　an　area　of　about

3．5km×象Okm　to　the　south　of　Fur＆no・machi，

Hokkaidδ．

　The　deposits　are　composed、of　network　cross
・且ber　veins　of　crysotile　asbestos　in　serpeniti一I

z6d　harzburgite，vプhich　is　closely　associtted　l

with＆1bitite．

　Tbe　deposits　seem7to　be　loca．ted　at　the

sw＆rm　of　loints　arranged　in　d6me－like　form

along　which　serpentitization　is　most　intense

・in　h駄rzburgite　mass，and　are訊bout100m×50m
］10由×20m　in　are2し1extenSion．

　The　cru（ie　ore　cohtains　about　1．50・1．66％
一
〇
f

　cτysqt呈te．The　len客th　of　crysotitεis　genera1－

1ylessthanlcentimeter，producing5Zfi－
ber　of　standard，grade　design紅tion．

要 約，

　調査地は北海道空蜘郡富良野町力・ら同郡山部村に跨が

』
り
，

’
南
北
約 3．5km，東西約2。Okmである。

　地域を構成する地質は，先白裏紀層及びこれを貫く輝

緑岩と，更にこれ等を貫v・ゼ超塩基性火成岩及びその分

化灘と職、られる優畔類があり一汲繊の可ヒ西糊、

新期斜長石英粗面岩洗によつて被覆されてV・る。

　超塩基性火成岩（蛇紋岩一頑火輝石撤撹岩）は南諸ヒに’

細長く誕長約2・5km・幅鰍・・5k卑の槻則醸楕

円体状をなすもめ≧・これと稻々車行して2・3の小岩枝

、をなすものとがある。本岩体には多くの節理が発達し，

数個所に於て直径100m乃至150m程度のドーム状の

節理模様が認められる。

　鏑床はこの超塩基性或成岩を母岩とする温石綿鉱床で，

築北海遣麦所

溜石綿脈は通常不規則な網状脈を形成し，母岩の割目乃

至は辻り面に沿つて発達する。斯様な脈の集合は，延長

数cm乃至数m程度の極めて多数の小レンズ状をなし，
F
更
1 ここれらは幅数十m・延長百数十mρ轡曲したレンズ

状鉱床を形成し，概ね南北に伸長してV・る。従来知られ

た鉱床は，北から布部鉱床・ノザワ鉱床・山部第一一及び

第二鉱床である。

　切羽に於けう鉱石の平均品位は1石綿含有率平均1・50％・

最高1．66％であるも

　濫石綿繊維の長さは最長2。5cm程度のものも知られ

てV・るが，大部分は1cm以下であつて）カナダ規絡5Z

前後の製贔を産出する5

　現在までの処，鉱床の規模に関する探鉱力沫だ充分に

行おれておらず，従つで適確な鉱床量の算定が困難であ

る。探鉱につv・ては，鉱床の産状からすれば・トレンチ

ング叉はピツトによるのが効果的と考えられる。

・1．緒
目

・昭和24年・（1髄9年》3回に亘つて一15日一間・北海

道支所松村明，：重山武と共に，北海道空知郡布部ニノザ

ワー山部の所謂石綿三山の地質及び鉱床の調査を行った。

今回の調査は母岩である超塩基性火成岩体の分布と，鉱－

床の構造支配と云うことに主な目的を置いた。故に，先

ず1／5，000実測地形図によつて一般地質調査を行V・，次

〉・でノザサ鉱山については1／500実測図により艶少し

く詳細な調査を行つた。布部及び山部鉱山の各鉱床につ

、軍硬に調査を働る搬であるが，耳轍えず今迄の’

・結果を報告する。

　調査に当つては，扶桑石綿株式会社ダ野沢石綿セメゾ

ト株式会社及び山部石綿株式会社の現場各位の協力によ

り，極めて順調に行われた。叉北海道大学理学部地質学

鉱物学教室の関係各位からは有益な助言・指導を賜わつ

た。これ等の各位に対しこ．こに深謝する。

　　　　　2．位置及び交通

調査地は北海道空瓢郡富良野町から同郡山部村に跨が・

る南北約3・5km・東西約 2・Okmに亘る地域であつて・

根室本線布部及び山部駅の東側に当り，空蜘川の右岸に・

在る。布部鉱山は布部駅の南東約2km，ノザワ及び虫

13一（203〉一・
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部鉱山は山部駅の北東3kmでそれぞれ採掘現場に蓬す

るo何津しもトラックを通じ交通至便であるo
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第1図 位置・交、逼図

、3．地 形

　山部の扇状堆積盆地は海抜約200mであつて，その西

側に芦別岳．（1，726．9m，）を最高とする批年期地形があ

りヲζれに対してその東側に，は海抜500－600m程度の、

比較的緩慢な地形がある。調査地嫉その暖者に属するが，，

地貌は必ずしも一・様でなく，その構成岩種によつて著し，

く異る。蜘ち輝緑擬灰岩及び珪岩よりなる地域は谷渓く，’

概して匙年期の地貌を呈するのに対して，これ、を貫く蛇

絞岩及びこれ等を一部被覆する新期斜長石英粗面岩流の

発達する地域は概して緩慢な地貌を呈する。叉蛇紋岩の

分化賑岩と考えられる優白岩類の発達する部分の地形1お

→股に急峻であつて，極めて特徴的である。水系は地域

の西側山麓に沿つて室知川が北流し，これに注 ぐ小支流

は北から滝ノ沢，小黒瀬沢・栄沢及び岸ノ沢が数えられ

る。塞蜘川を除くこれ等の：支流は水量力§何れも少く，1～

2kmの流路を域つて西流するo

4．地 質

　地域を構成ずる地質（第1図参照）は，先白墓紀層及

びこれを貫く輝緑岩と，更にこれ等を貫いて超塩基性火

成岩及びその分化賑岩と考えられる優白岩類があり，叉

地域の北西部にほ新鶏斜長石英粗面岩流が被覆してV・る

所がある。なお地域の南東部岸ノ沢中流河床には微閃緑

岩の霧しい転石を認めるが，その産状は未だ明かでなV・●

　（竃）先鞠駐紹屡＝主としせ輝緑擬灰岩と済色珪岩と

より成るもの安，略々南北の走尚を示し，東に約45。内

外傾斜ずる。繊緑擬灰岩は緑色乃至暗緑色で，明かに層

状をなすものと塊状のものξがあり，それ簿の中，後者

は輝緑岩様を示し野外に於では輝緑岩と区別することが

極めて困難である。赤色珪岩（チャート質のものもある）

は，輝緑凝灰岩中に通営厚さ数cm乃至数mのレンズ状

をなして挨在し，南北に連らなるものが多V・。地域の南

部ノザワー山部両鉱床問に存在するものは比較的広V・露

出を示すが，これは略々南北方向に向斜構造をなすもの

の様である。これ等の地層には著しく破碑された部分が

各所に見られ，特に蛇紋岩体の延長方向，例えぼ滝ノ沢

及び岸ノ沢に於て著しく，ことに南北方向に比較的大規

模な走向断層帯を推定することが出来る。

　（B）輝繰岩二先白聖紀層中に幅数m程度の岩床とし

て各所に見られる。鏡下に於ては，短珊状の斜長石，粒

状叩輝石より成る石基中に興型的なオフテイツク構造を

示し宅斜長石，輝石の斑晶が認められる。斜長石は曹灰

長石乃至亜灰長石に属するもので，ソーシユル石化が甚

しV・。輝石は単斜輝石であつてタ屡々緑泥石化してV・るρ

滝ノ沢河床のものは，多数の方解石，曹長石及び緑簾石

等の細脈によつて貫かれている。

　（C〉鰹塩基性火成岩（蛇紋岩一頑火輝石撒麓岩）；本

岩は南可ζに細長く・延長約2・5km・幅最大0・5kmの不　，

規則長楕円体状をなすものと，これと稽々平行して2，3

の小岩枝をなすものとがある。これらは前述の古v・断層

帯に浴つて逆入したものであろう。

　本岩は著しく蛇紋岩化作吊を受け，更に粘土化作用及

び炭酸塩化作用を蒙つており・、爲に暗緑色乃至暢黄緑色・

時に褐色を呈し，叉硬軟種々の岩相を示している。期ち，

帯黄緑色軟質9ものは前述の変質作用が特に著しい部分・

であつて，その中に多くの暗緑色且つ比較的堅緻な岩塊’

が径数cm乃至数＋mの大小楕円体として存在するづ叉

後述する優白岩に接する部分或は本岩体の周縁の一部に

は全く蛇紋岩化した暗褐色を呈するものも認菊られろ。

　暗緑色堅敏な岩塊の或るものは屡々原岩の構成鉱物の

残晶を留めており，鏡下に検すれぼ，その原岩は恐らく

頑火輝石撒騰岩菅であろう。緻撹石は比較的多量に残存

しており薯その周縁及び割目に沿い蹄状構造に蛇紋石化

され，又，岩体中部分によつでは康撒麓石粒が略々平行’

な配列，（光学揮性軸Yが略々平行）を示す場合がある。

　莱それらの中，最も多量に原岩の形跡を留めているも

　のについての鉱物組成は次の如くである。（容積比）

　撒橿石20，9％；斜方輝石17．2％；クローム鉄鉱14％；

　蛇紋石類50、0％；その他10．5％

14一（214）
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この轍橿1石は，2Ω諸80。一99。で・2Ω＝92。のものが最も

多い。斜方輝石は前者に次いで多く，短柱状で（100）裂開

を示すものがある。（＋）2V嵩77。一濁。で，大部分は絹布

石化している。クローム鉄鉱は径0。1一一〇。8mm賢平均0．2

mmの粒状半自形乃至不規則な形を呈して前詑珪酸塩鉱

物の間隙を充蟹してV・る。蛇紋石類は，鏡下に於ては網

臼状を呈し，繊維状を呈するものにはそれぞれ緻橿石，

離石から変質したものがあることは明かであるが，更に．’

その変質が進めぱ，火炎状消光を呈し，原鉱物の酬定が

困難となる。その他随伴的に磁鉄鉱及ぴ磁硫鉄鉱が認め

られ，叉蛇紋石中には磁鉄鉱の微粒・蛇紋石が褐色に汚

染された部分，時に滑石及び霰石の細賑が認められる。

　この様な堅緻な蛇紋岩塊と余り堅緻でなV・部分とは時、

に外見上縞状に互層し，その描き出す模様が全体として

ドーム状をなすことがある。この様なドーム状構造は主

要岩体中現在5個所に認められ，例をノザワ鉱山の採掘

現場にとれぼ，、その直径推定』150m以上ジ目測の互層の』

傾斜は中心部では約；30？一500，周縁に到つて10。内外で

ある。斯様な構造は～種の節理と考えられる・

　（D）優白岩類：『主として曹長岩に属するもので・そ

の一部には石英曹長岩と意すべきものも認められる。そ

¢）多qま洗白華紀層の嶺走向即虫轍岩体の嬢方

向に斜交しで分布するが，叉蛇紋岩体中にパイプ状或は

塊状として見られ為こともある。これらの産状から本岩

類は蛇紋岩逆入後，その分化脈岩として既に述べた断層

に関係のある裂罐，或は蛇紋岩自体の劃目に沿つて貫入

・したものと考えられろ。

　曹長岩は布部鉱山第一及び第二採掘現場及び地域の西

部に広く分布する。検鏡ずれば，斑晶は殆んど臼形の斜

長石で，石基は斜長石及び石英より成り，随伴鉱物とし

て僅かに想石及び燐灰石が認められる。斑晶を形成する　、

斜長石はAn3－8であつて，概して炭酸塩化作雨を蔓け

ており，、又絹雲母・緑泥石・稀に黒雲母も見られる。これ

らの岩石は極めて稀に緑簾石の細賑によつて貫かれてい

ることがあろ。なお滝ノ沢の一部には輝緑岩中に曹長石

（An3－5）のみから成る細賑が見られた。これは恐らく

この曹長岩と関係あるものと思われる。

　石英曹長岩は布部鉱山第三採掘現場北東部に見られる

・もので，斑晶として曹長石及び少量の石英を含むもの雁

ある。斜長石の成分及び右基は前者と殆んど同様である。1

　（E）斜長石英粗面岩ゴ地域の北西部布部鉱山西方約

500mに南北に亘つて先白墓紀層を被覆している。白色

粗粒且っ脆弱なもので，往々洗状構造を示し，叉多くの

節理が発達する。1鏡下に於ては・斑晶ξして多いも¢）か

ら，概ね自形の斜長石（An3婦1）・自形乃至半自形り・

石英，一黒雲母及び少量め普通角閃石がある。石幕は流状

羅を示すガラス質叫ので磁凝の雀踊を含む・

5．鉱　　床、

鉱床は蛇紋岩中に広く胚胎する濫石綿鉱床である。従

来開発された鉱床は，北から布部鉱山・ノザワ鉱山及び

山部鉱山であつて，何オ幡海抜320～450m附近にあり、，

室知llはりは140～270mの所に位置する・本地域には各

当事者によつて多数の試錐が行われた結果・地表塗ら

最深70数mの処にも良質な温石綿の存在が確められて．

V・る。

温石綿は通常不：規則な網状脈として前記塊状蛇紋岩及

び比較的軟質の蛇紋岩中に認められる。前者中に於ける

温石綿厭はその割目に沿つて発達し・且つ昏繊維は賑の

方向に対して直角の場含が常である。一方，軟質蛇紋岩

には多数の霧順乃至はヒり面があつで，濫石綿脈はそれ

等に沿つせ産出する。この場合，屡々脈が著しく轡曲し，

叉繊維のあるものは岩壁に対して斜交することがある。

温石綿ゐ紬脈に富む塊状蛇紋岩は，長さ数cm乃至数m

の多数の小レンズ状をなして軟質蛇紋岩中に含まれジそ

の伸長方向が前に述べた飾理の方向に略々一「致している　、

ことが多い。更1ここれらは相群つて幅数十m・延長百数

十mの概ね南北に伸長し，若干轡曲したレンズ状鉱床を

形成してV・る。

　以下各鉱床に1ついて詑述する。

　（A）布部鉱山一本鉱山には2つの鉱床がある。その
ー
一
つ
は
小 黒瀬沢中流右岸（第3採掘現場）に在り，他の

一つはその南東方約250m，小無瀬沢を中心として両岸

（第1及び第2採掘現場）に跨るものである。前者に於

　　　　　　きては幅最大40m，平均25m，南北に長く束に轡曲する

弓形の一大レンズ状鉱床を形成しており．，地表では延長

150m‘に及び，その東部及び南端は優白岩によつて制約

されてやる。この鉱床の北端は海抜395m，南端に於て

は310mで，概ね東に約30？の傾斜を有するものの様

である。，後者に於ては，、小黒瀬沢北岸第1採掘現場でぽ％

母岩の節理に沿つた数個の厚零1～2m程度のレンズ状

冨鉱部が断続しているのが認められるが，鉱床の規模は

未だ明かでない。小黒瀬沢の南部に見られる多くの転石

は附近の母岩の節理模様から類推すれぼ恐らくこれと一「

連の鉱床に属するものに由来するであろう。

　（B）ノザワ鉱山　鉱床は次に述べる山部鉱山第1採

掘現場の西方300m，栄沢上流に位置する。本鉱床は最

犬幅70m。平均約40m，i延長300mに亘る。この鉱床

は北かち約150mの聞は幅特に広く，略々南北に延び，

東へ約45。傾斜している。これより大きく西へ轡曲し

〆
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て南へ約400傾斜ずる。その形状は略々母岩の飾斑に．…

致してV・る。この鉱庚の北端は標高430m，南端身こ於で

は332mである。

　（C）　山謝鉱山　本鉱亘1に於ける鉱床の主なものは2

づであつで，その一は岸ノ沢上流右岸（第採掘現場），

’
他 の一はその南々西約500m，岸ノ沢中流北岸（第2採

掘現場）にある。前者に於ては各所に富鉱部が認められ

るが特に現在の翻劒面の南端に近く，最低385m水準及

びその北70mの切弱面には良好な部分が認められ・それ

ぞれ母岩の簡理に略々平行して伸長する傾向がある。然

し，それらの鉱床の規模は崩壌岩屑の爲に明かでなv・。

後者に於ては，幅約50m，M5。W方向に延長160mの

鉱庚がある。その中に2條の富鉱部が平行して存在し，

束へ略々40㊤傾斜している。、この富鉱部の北端は標高

355m，南端に於ては295m、である。

6．鉱蕊及び品位

一応1。50％以．上1．66％と見倣されるo

7。滑革及び現況

北海道産石綿の性質については，先に鈴木醇教授の詳

細な研究罧力§ある・当孟也域に発達する溜石綿は虫セ紋岩中

に，不規則な細脈として産出し，繊維状のものが通常脈に

対して殆んど直角に発達ずるものであるが，時には繊維

は轡曲し，岩壁に，対して斜交する場合もある。それ．ら濃

石綿自身の銀物学酌諸性質は，カナダ産のそれと殆んど

同質のものであることは既にi報告されている。菅鰍然し，

繊維は比較的短く通常1cm以下であつで，製品はカナ

ダ規格5Z前後からそれ以下のものが大部分である。

なお，嘗つて蜘られた最長の繊維としては，布部鉱山第・

三探掘現場に．於で2・5cmに・達するものが得られたと云

弓。溜石綿躯は相互に切り合う之とがないが，屡夕その

延長方向に略々平行した間隙があり，方解石，苦灰石，

滑石等によつて充揖されることが少くなく，その間隙に．

沿V・，或はこれを貫いて多数の硬蛇紋石の細脈が見られ，

その爲，繊維は2分叉は3分されることが多い。温石F

綿脈に接する母岩は常に完全に。蛇紋岩化しておつて，所

謂亡黒壁帯」を形成し，磁鉄鉱の微粒がこれと並列して

V・る場合が屡々認められる。『

　鉱石の凝韮位決定は極めて困難である。即ち，従来の実

績を主として考慮しなけれぱならないので・筆者は取敢

えずノザワ鉱山の資料に基いて，動羽面の見掛け上の平

均品位（石綿含有率）としてユ・50％＋をそのPay　limit

として換算した。但し高品位部は平均L66％坤である。

即ち鉱床として取扱つた切朋面の見掛晴上の軍均島位は・

　締鈴木醇3岩石蕨床獲物学会誌，第26巻，．265－
　　　　281頁3　昭矛0　16　年

蝋筈前出，岩磯、

この地方に濫石綿が賦存することは，昭和10年（1935

舘）前拶から知られている・その後急速な探鉱開発が行

われヲ相次いで開綿精製工場が建殼されるに及んで，本

邦の重要な源石綿鉱床地帯として発展している。開発以

来各鉱山の製晶生産実績は次の如くである。　（札幌通商

産業局統計）

壷謹璽年秘昭翻蓼年i聖

布　部i25ti32ti77tl251til437ti

ず基江三二lll，欄1

i昭奮年i月搬i貝舞鐸搬i耳鶴羅鷲筆

637i　　3011525i　　　　一…
羅1欝llli・1禦2馨1；1器i

累　計

2野875t

19y163

7yO95

考

昭邸24聯から出鉱中止
全生産量中約15．6％は5Z以上の高級轟

同、L約5L5％は同上

8，．結　　語　（特に探鉱に対する意見）

温石綿脈は蛇紋岩中に広く認められるがジ鉱床の規模

に関する探鉱が未だ禿分とは云われず，従つで鉱床箪に

就V・ては漣確な算定が困難である。

　しかし，従来の探鉱及び今回の調査によれば・蛇紋岩

体の主麟のは，雨北に細長く，延長約2。5km，幅70一’

500m，平均幅150m程度の不規則長楕円体状をなして分

布し，鉱床は水平的にも垂直的にもなお可成りの範園に『

拡大することが期待出来る。
聖
叉
温 石綿の細賑は，塊状蛇紋岩或は比較的献質の蛇紋

岩中に極めて木規則に胚胎するざ斯かる塊状蛇紋岩塊は

．＋この算定基礎は次の如くである。帥ち現場に於ける・

　手選組鉱と療石との重量比は大体1：2であつて・
　この場合，後者の温石綿含有率は1一一〇・5％野奉均

　0．75％前者の、同含有牽は3％である。

　榔∠・・75×2）＋（3×1）一。．・5％『、』

　　　　　　2＋1
＋＋現場に於ける手選粗鉱の中，高級に属するものの温

　石綿含有率は3・5％程度である。
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通常長さ数cm乃至数狐の小レンズ状として軟質蛇紋岩　・探鉱には，試錐によるよりも寧ろトレンチング叉はどツ

中に含まれ，その配列の方向は母岩の節理方向に略々一　　トにより先ず鉱床の水平的拡りを確める事の方がより効

．致してV・るととが多V・o斯様な産状を示す‘鉱床に対す’る　　果自勺と考えらオtる。　（昭和24‘年調査）

553．435：550．8　（521．77）：622．19

融歌山縣飯盛鉱幽奮銅硫化鉄鉱鉱床調萱

吉　田　善　亮＊

　　　　　　R6sum6
　　　　　　　　　＼
　Outhne　of　the　Cu担ri£eぜo賜s　Pyrite

Deposits　of　tbe　I五mori蝦ine，Wakayam我

　　　　　　Pre悲ecture．

by

Zensuke　Yoshida

The　bedded　cupriferous　pyrite　deposits〈）f

IimoriMine，Wak的amaPrefecture，occur
inthecrystallineschistsoftheso。called
“Sambag試wa　System，’．The　deposits　whic互

are　being．worked　are’of　three　united　bodies

of　ore　shoot・which玲composed　of　compact・

ore・band¢d・re・andimpregnatedpyrite・re．、
　The　plunge　of　ore＄hoot　is　coincident　with

the　linear　structure　of　the　host　roCks，whose

orientation　ls　towards　S86。W，having　the
pitch　angle　of14。一・18・．

要 約

’
（ ・）飯盛鉱騰所謂三波川系結晶片岩の片琳整合

．的に胚胎ずる層状含銅硫化鉄鉱床で，緻密鉱，縞状鉱，

鉱染鉱等よりなる。

　（2）富鉱体の落しの方向，並びに富鉱体を構成する

鉱有の分布状態は母岩の線構邉と平行である。

1．緒 隅

昭和25年9月約30日聞に酌，和歌岬、飯盛鋤の

坑内地質鉱床調査を実施した㌔　木回の調査では大斜坑

西部の8坑，9坑中段，O坑の各主要坑道の縮尺1＝20Q

蟹　「別子型鉱床における母岩の構造による鉱床探査」

　の研究目的の下に，古河鉱業紳山貞二他4名は昭和
　25年度丈部省科学試験研究補助費を受けた。
　本調査はこの協同研究の員部分で，そク）費用は研究
　費の一部に依る。現地指導された紳山貞二氏，並に
　懇切な御指導を賜わつた新潟大学杉山隆二，今井直
　哉・古河鉱薬米林滋の諸氏に深謝する。

鉱床図を作製した。こ、にその結果の概要を報告する。

調査に際し種々御援助を賜わつた大島鉱業所長，石嫁義

彦理学士，高橋守技飾，三浦富士雄按師等各位に深謝する。

　　　　　2．鉱　　区
　　　いいサヤリ
ー鉱山名　　飯盛鉱虜

　　　　　　　　おおウ豚在地　、和歌山県那賀郡麻生津村

、鉱業権者　古河鉱業橡式会社

登録番号和歌山県採掘権登録No．55，921，360坪

　　　他10鉱区
鉱種　銅，硫化鉄，ニツケル，コバルト

3．位置及び交通

鉱山は和歌山市束方約30km，紀ノ川の南岸にある。

　　　　　　　な　て事務所は国鉄和歌山線名手駅の南方3km，海抜約130m

の高踵に位し，：交通至便である。鉱区の東雨には飯盛山

（745m），西南には龍門山（756m）を主峰とする山脈が

　　　　　　　　　　　あいんだ顛々磯る・飯盛鋤の東隣鉱区は旧赤沼賎山に駄
叉南方約2km及び3kmに飯盛鉱山の支山の靹淵及び神路

の2鉱床がある。何れも休山しているg

4．沿 革

明治11年土地の者休場某が鉱床を発見，明治20年i粟

山藤作これを開坑，し，採掘並びに精錬を行つた。同26年

中江種造これを買収乳精鉱を売鉱し，叉沈澱銅を採取し

た。大正8年ロ古河鉱業株式会社の経営する所となり，’漸

次隆盛に向い，今日に至る。

5．地質概要
鉱区内地域の地質は主に所謂三波川系結晶片岩類の累

層よりなり，これを貫V・て龍門出附近その他の地点に超

塩基性岩又は蛇蚊岩岩床の湛入がある。紀ノ川南岸に．は

小規模の現世層が存在する。結晶片岩は緑色片岩，緑泥

片岩，石英片岩，紅簾石英片岩，石墨片岩等に区別され

る。　、

結晶片岩の片理面の走向は東西に近く，所々に小擢曲

があるが，一般に南に30。～60。，平均45。～50。に傾斜
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